
 

 

塚田 知香（つかだ ともか） 
経営学部助教。修士（文学）。 
専門分野／臨床心理学、産業・組織心理学精神保健福祉士、シ
ニア産業カウンセラー。 
 
早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程満期退学。企業従
業員のメンタルヘルステーマに心理的ストレスの観点から研
究を行う傍ら、精神科クリニックや企業内カウンセリングル
ームを経験。大正大学非常勤講師、白梅学園非常勤講師を経
て、東京成徳大学経営学部助教に就任。 
 
著書：「期待されたサポートと受容されたサポートの測定」， 
I『ソーシャルサポートの測定と介入』共著,川島書店 
 
 
2010 年度ゼミ活動報告 

本学では、2 年生後期に“課題研究入門”という必修科目を設けています。この科目は、3 年生
より本格的に始まるゼミナールでの指導に向け、2 年生からゼミに所属して各専門分野の基礎を
習得するものです。各ゼミの所属学生を 5 名前後としているため、指導内容や方法は学生の興味
や学習の進捗状況に応じて、柔軟に展開することができます。今回は、私の担当するゼミの活動
内容をご紹介します。 

塚田ゼミは、臨床心理学や産業組織心理学を学んでいますが、研究の初学者である 2 年生は、
そもそも研究とは、論文とはどのようなものか、経験を通じて理解することを目標として進めて
います。そのため、今年度は、1 人 1 人の学生が興味を持った論文を毎週 1 本ずつとりあげ、全
員で予習をし、ゼミでの議論を通して理解を深めることから始めました。 

予習や議論の進め方は、安永（2006）を参考に、教員はサポートに徹し、学生が主体的に議論
を進めていく形式をとりました。当初は自分達で議論を進めることに苦戦していた学生達でした
が、回を重ねるうちに自然体で議論に参加できるようになり、研究や論文というものを理解し始
め、論文を数本読み終える頃には、自分達も論文を書きたいと希望するまでになりました。 

そこで後半は、経営学部懸賞論文への応募という目標を掲げて論文作成に取り組みました。
全員でテーマを考え、分担して 2 本の論文に取り組むことになり、締め切り直前は本当に寝る間
も惜しんでの作業となりました。惜しくも入選は逃がしてしまいましたが、論文を一から作り上
げることの大変さ、共同作業の良さ・難しさ、締め切り直前の切迫感、提出できた瞬間の達成感
を、生達はそれぞれに実感し、成長したことと思います。 

現在の学生達は、3 年生の“課題研究”ではどんなチャレンジをしようかと、今からいろいろと
計画を立てて楽しみにしています。私自身も、いつも私の予想を超えてくれる学生達が今度は何
をやってくれるのか楽しみにしつつ、自分も負けないように精進する毎日を送っています。 
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